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・ 殺ダニ剤の投与は、放牧期間中３週間間隔で実施しましょう。 
・ 使用説明書の用法用量にしたがって使用しましょう。 
・ 牛体が濡れているとき、または塗布後２時間以内に雨に濡れて 
  しまうと十分な効果がありませんので注意しましょう。 

  ピロプラズマ病とは、牛の赤血球に寄生する寄生虫によって引きおこ 

される病気です。牛への感染は、ピロプラズマ原虫を体内に持ったマダ 

ニの吸血を介して起こります。発症すると牛は貧血、削痩し、妊娠牛で 

は流産の可能性もあります。分娩前後の牛や放牧によるストレスを感じ 

やすい放牧未経験牛では、特に注意が必要な病気です。 

殺ダニ剤の使用方法  （フルメトリン製剤：バイチコール等） 

牛が来たら 
 くっつくぞ 

マダニが牛を吸血することで、次々と牛に感染していき

ます。感染を防ぐにはマダニ対策が重要です。 

       ピロプラズマ病対策は万全ですか！？ 
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写真出典：動物衛生研究所ＨＰ家畜疾病図鑑Ｗeb、全日本あか毛和牛協会ＨＰ、 
     畜産ＺＯＯ鑑ＨＰ、福岡県保健環境研究所ＨＰ、農研機構ＨＰ 草の上で牛を待ち構えるダニ 

親ダニの産卵 



 韓国や台湾など近隣諸国では依然として悪性家畜伝染病が発生しています。地域
全体で衛生水準を上げる事が重要です。 
 防災情報や家畜伝染病発生情報を配信しています。 
下記アドレスもしくは右のQRコードより、登録用ホームページへ！ 
 http://www.anshin.pref.kumamoto.jp/ 

毎月20日はくまもと家畜防疫の日 

近隣諸国における悪性伝染病発生情報  

  
阿蘇地域家畜衛生関係事業推進会議を開催しました！ 

 平成３０年５月２４日、平成３０年度阿蘇地域家畜衛生関係事業推進会議を熊 

本県畜産農業協同組合阿蘇支所で開催しました。市町村並びに畜産関係団体の関

係者様におかれましては、お忙しい中ご出席いただき、誠にありがとうございま

した。会議では平成30年度予防事業計画、繁殖検診成績報告、畜産ＧＡＰ、農場

ＨＡＣＣＰの普及についてと高病原性鳥インフルエンザ及び口蹄疫の発生状況に

ついても説明しました。今後も皆様のご協力の元、管内の家畜防疫および衛生事

業に取り組んでまいりたいと考えております。 

所長挨拶 会議風景 


